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シリーズ開始にあたって

人工知能（artificial intelligence, AI），もしくはその最新技
術である深層学習（deep learning）1, 2）が近年，社会的な注目
を集めている．現代的な意味でのAIを簡潔に述べるなら
ば，自然界に存在する大量なデータを「学習」によって読
み解き，その背後にある「意味」を推し量ろうとするデー
タ駆動型の科学であると言えるだろう．それが現在様々に
応用されているのはご承知の通りである．データが必須と
なるので，あくまでも帰納的推論の域を出ないとはいえ，
物理学がこれまでに培ってきたハミルトニアンやラグラン
ジアンを出発点とする「第一原理的な」自然の理解の仕方
とはかなり異なる．はたして，深層学習や人工知能は物理
学やその理解にどのような影響を与えていくのだろうか．
日本物理学会では人工知能学会と協業し，本誌でシリー
ズ連載を企画した．本シリーズの柱は以下の 2つである．
・人工知能学会に所属するAIのエキスパートによる，基
本的な事項から最先端の話題までの平易な解説．特に物
理学とのつながりを重視いただくよう依頼した．
・物理分野の著者による解説．ユーザーとしてどのように

AIの技術を活用しているか，あるいはAIそのものにつ
いて物理的に考察する記事を執筆いただく．
AIと物理学の関連を考える上では，AIが物理学の研究

を促進するという面と，物理学の原理を用いてAI研究を
加速するという面があるだろう．前者に関しては，AI業
界において画像認識の技術は格段に向上しているので，物
理でも画像認識が重要となる分野にAIの技術を持ち込む
ことができる．例として，ノイズ等を含む宇宙の膨大な画
像データから天文学的に重要なデータを引き出す 3）といっ
たことも考えられる（実験的な応用としては様々な可能性
があるだろう）．後者に関しては，深層学習などの基本的
な枠組みは（ノイズを含む）ニューラルネットワークであ
り，これは大自由度力学系，もしくは統計力学の対象とし
て物理学でも長年研究されてきた歴史がある．4）よって，
物理的な概念や，これらの系を計算するときの物理的なア
ルゴリズム（実験を含む）をAI研究に持ち込むことが有用
となるだろう．
物理学の目標の 1つは「複雑な自然の理解」である．例

えば，物性物理，化学物理，生物物理などの分野であれば，
「複雑系」から単純な「モデル系」に落とすことなく，複雑
な対象をできるだけ正確にモデリングし，その「複雑系」
から出力されるデータを取得し，解析する．ただし，実験
データや計算データは大量に出てくる（ビッグデータ！）
ので，その解析や理解は一筋縄ではいかない．そこでAI

の基礎技術である機械学習（machine learning）を用いて，
そのようなビックデータに対処することは，ここ 10年ほ
どの研究トレンドの 1つになっている．5）

AIとはそもそも人間の知性や意識とは何かということ
を解明しようとする壮大な試みから始まっている．6）また，
カーツワイルによるシンギュラリティの議論 2）にもあるよ
うに，20数年後には「計算上」AIの処理能力は人間を上回
る．そのような場合に社会がどのように変化するのか，わ
れわれ物理学者にとっては，物理学や物理学研究がどのよ
うに変化するのか考えておくことも重要かもしれない．さ
らに最近は量子コンピュータ上で機械学習を行う試みも始
まっている．7）

AIの概念は，既存の物理学の研究に新たな光を与える
可能性を秘めている．本シリーズでは，交流，解説，ラ・
トッカータなど多様な欄において，AIと物理学の関係に
ついて多角的にアプローチしていく予定である．本シリー
ズを通して，AIの可能性と限界を知り，今後の物理学研
究の新しいツールとして活用していただければ幸いである．
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